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 Ⅰ．１． 序論 
Ⅰ．１．１ 目的 
 近年、環境問題が取り上げられることが多

くなったため、単に治水・利水の目的を満た

すだけではなく、生物に配慮した河川を作る

ことが、土木関係者に求められてきている（例

えば、近自然河川工法）。しかし、規模や地形

が異なり個性が著しい各河川において、様々

な生物の環境条件の要求は千差万別であり、

これらに配慮をして設計をするための知識・

技術はいまだ不十分な現状にある。とくに通

常の空間スケールおよそ 100～102mの生息場
所ではなく、もっと小さい空間スケールおよ

そ 10－3～100ｍの微生息場所については、基

礎的な資料がはなはだ不足している。したが

って、このような目的で近自然河川工法を実

施するのには、多くの困難がある。 
 そこで、治水・利水上の目的と生物の生息

環境を確保するという目的と結び付けるよう

なもの、すなわち近自然河川工法を実施する

人たちに具体的に役立つような河川の形態的

な生物の生息環境、とくに微生息場所の条件

を一例として愛知県瀬戸市・豊田市の小河川

から見つけ出すことをこの研究の目的とした。 
Ⅰ．１．２ 調査対象生物 
 本研究の調査対象生物として、ゲンジボタ

ル・ヨシノボリ類・ドジョウ・カワムツ類の

4 種類の生物を選んだ。理由は、愛知工業大
学周辺の小河川で 1999年 5～6月に予備調査
を行ったところ、これらの 4種類の生物が多
く生息していたためと、比較的大形で観察し

やすいためである。 
Ⅰ．１．３ 調査地 
本研究の調査地を決めるにあたり、愛知工

業大学周辺にある小河川（図 1）で 1999年 5
～6 月に予備調査を行ったところ、立田川周
辺（愛知県豊田市八草町）と吉田川（愛知県

瀬戸市吉野町）で容易に上の 4種類の生物を
確認することができた。そこで、これらの小

河川を主な調査地に定めて、微生息場所を中

心に生息環境を調べた。立田川周辺と吉田川

の調査地は図 2，3のようになっている。 
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図 1 愛知工業大学周辺図 
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図 2 愛知県豊田市八草町 立田川周辺 
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図 3 愛知県瀬戸市吉野町 吉田川 
 
Ⅰ．２．生物別各論 
Ⅰ．２．１ ゲンジボタル 1）2） 
  ホタルが最も多く見られるのは、6月から 7
月の約 2ヶ月間である。ホタルの成虫の生息
条件は次のようになっている。（自然環境復

元研究会 編、1991） 
水際線：直線的ではなく、いろいろ入り組み 
    変化に富むのがよい。 
空 間：水路を挟んで片側が斜面（林）、反     
    対側が水田等オープンスペースとい    

                 
 今回の調査で観察したホタルの種類はゲン

ジボタルだった。吉田川の確認地点における

ゲンジボタルの個体数を月ごとに見てみると

次のようになった（図 5）。 

    うパタ－ンが良い。          

Ⅰ．２．１．１ 目的 
 昔は、日本各地でホタル（成虫）を見るこ

とができた。現在ホタル（成虫）を見ること

ができる場所は限られている。では、ホタル

（成虫）が見る事のできる場所の特徴として

はどのようなものが考えられるだろうか。そ

れを調べることがホタルの調査の目的である。 
Ⅰ．２．１．２ 調査範囲 
 吉田川で調査範囲を予備調査した結果、水

門観測所から約 100m 下流までの範囲でホタ
ルの成虫を多く確認できた。よって、ここを

調査地点とした（図 4）。     
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 ホタル調査範囲 
Ⅰ．２．１．３ 調査期間・方法 

 1999年 6月中旬から 8月上旬までの 25日
間で調査を行った。調査範囲全域は、延べ 5
日、確認地点では 25日全回調査した。ホタル
が最も多く飛翔し、強い発光をする日の入り

から午前 12時前後までの時間内で約 30分か
ら 1時間ホタルの個体数を数えた。そして、
ホタルの確認場所と未確認場所（上流部・下

流部）の水際環境、周辺環境を調べ、どのよ

うな違いが見られるのかを比較した。          
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Ⅰ．２．１．４ 結果 
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図 5 ゲンジホタルの確認数 
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図 6 延べ確認数分布 
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